


　上方文化講座は大阪市立大学文学部が2004年度より開設した特別授業科目です。大阪の地に歴史的に育まれた
文化、わけても伝統芸能「文楽」に光をあて、学問的体系のもとに学ぼうとするものです。
　その第一の特色は、文楽界の中核を担う名手、竹本津駒大夫（太夫）・鶴澤清介（三味線）・桐竹勘十郎（人形遣い）
の三師を学外非常勤講師としてお招きし、文学研究科スタッフとの共同作業により授業を組み立てていく点にあります。さら
に第二の特色として、それが文学部の正規の授業科目であるとともに、一般市民にも公開して行われる点を挙げることがで
きましょう。
　大阪市設置の公立大学に相応しい、教育・研究・社会貢献の三者が一体となった事業として、従来の公開講座の類と
は一線を画した内容を有しています。

8月26日(水)
　Ⅰ　赤穂義士劇の系譜（久堀裕朗）
　Ⅱ　『仮名手本忠臣蔵』解説（久堀裕朗）
　Ⅲ　切腹の文学史（小林直樹）
　Ⅳ　近世大坂の芝居町（塚田孝）

8月27日(木)
　Ⅰ　『仮名手本忠臣蔵』〔六段目〕講読（久堀裕朗）
　Ⅱ　浄瑠璃の言語（丹羽哲也）
　Ⅲ　『仮名手本忠臣蔵』　　太夫・三味線の芸（竹本津駒大夫・鶴澤清介）
　Ⅳ　『仮名手本忠臣蔵』　　太夫・三味線・人形の芸（竹本津駒大夫・鶴澤清介・桐竹勘十郎）

8月28日(金) 
　Ⅰ　フランス人が真似た日本の文楽（小田中章浩）
　Ⅱ　忠臣蔵と中国演劇（松浦恆雄）
　Ⅲ　桐竹勘十郎師に聞く　　実演をまじえて（桐竹勘十郎）
　Ⅳ　文楽の至芸　　太夫・三味線・人形、三業一体の舞台（竹本津駒大夫・鶴澤清介・桐竹勘十郎）

＊各時限のおおよその目安は以下の通りです。

　　Ⅰ・Ⅱ　  9:30～12:00　Ⅲ・Ⅳ　13:00～16:00

＊授業内容および時間割は変更になる場合もありますので、ご了承ください。

上方文化講座2009『仮名手本忠臣蔵』授業日程

交　通

JR阪和線「杉本町(大阪市立大学前)駅」下車、東へ徒歩約5分

地下鉄御堂筋線「あびこ駅」下車、4号出口より南西へ徒歩約20分

★これまでに取り上げた作品

　　2004 年度『曾根崎心中』
　　2005 年度『国性爺合戦』
　　2006 年度『冥途の飛脚』
　　2007 年度『菅原伝授手習鑑』
　　2008 年度『義経千本桜』

2004年度分については、講座内容をまとめた『上方文化講座  曾根崎心中』
（和泉書院、定価2000円、日本図書館協会選定図書・全国学校図書館協議会選定図書）が刊行
されています。また、昨年度までの授業内容については、上方文化講座ホーム
ページ（http://www.lit.osaka-cu.ac.jp/lit/lect/kamigata/index.html）をご覧く
ださい。
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